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日
本
で
は
網
膜
色
素
変
性
症
の

手
術
は
ま
だ
で
き
な
い
が
、
キ

ユ

熱
箱
む詳
雛
“鞣
獅

月
に
キ

ュ
ー
バ
で
手
術
を
受
け

た
。
私
の
手
術
を
担
当
し
た
キ
ユ

ー
バ
の
ラ
サ
ロ
先
生
が
１３
年
８

月
、
わ
ざ
わ
ざ
沖
永
良
部
へ
来
て

く
れ
て
、
「
キ

ユ
ー
バ
の
医
療
事

情
」
の
講
演
で
、キ
ユ
ー
バ
で
の
手

術
の
方
法
を
解
説
し
て
く
れ
た
。

西
村

富
明
　
　
　
　
　
．

沖^
永
良
部
国
頭

・
西
村
書
斎
主
宰
）

が
和
泊
町
保
健
福
祉
課
に

「プ
レ

ッ
ク
ス
ト
ー
ク
ス
デ
ジ
タ
ル
録
音

図
書
の
一再
生
機
）
を
申
請
し
た
。

今
年
度
は
、
副
会
長
の
清
水
さ
ん

が
知
名
町
保
健
福
祉
課
に

「携
帯

拡
大
読
書
器
」
を
申
請
し
た
。
私

も
９
月
に
、
同
じ
も
の
を
申
請

し
、
１０
月
上
旬
に
は
取
得
で
き

た
。
両
保
健
福
祉
課
ど
も
、
親
切

か
つ
迅
速
に
対
応
し
て
く
れ
た
。

私
は
、
プ
レ

ツ
ク
ス
ト
ー
ク

で
、
三
木
清
著
の

「人
生
論
ノ
ー

ト
」
を
聞
い
て
い
る
。
読
む
の
は

大
変
だ
が
、
間
く
こ
と
は
簡
単
で

あ
る
。
こ
の
難
解
な
本
を
プ
レ
ツ

ク
ス
ト
ー
ク
の
お
か
げ
で
、
理
解

で
き
る
。
視
覚
障
が
い
者
の
皆
さ

ん
に
は

「日
常
生
活
用
具
」
の
受

給
を
受
け
て
、
楽
し
い
充
実
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
を
勧
め
た
い
。

媒
聾
貯
∞
端
』
』
な
篭
って
、
　

視
覚
障
が
い
者
福
祉
協
会
設
立

運
が
高
ま

っ
た
。

昨
年
１２
月
、

「沖
永
良
部
視
覚

障
が
い
者
福
祉
協
〈
ご

を
設
立
し

た
。
こ
の
会
は
、
視
覚
障
が
い
者

の
自
立
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
し
て
、
会
員
は
、
沖
永
良

部
島
に
居
住
す
る
視
覚
障
が
い
者

者
）
、
監
事
は
知
名
町
議
の
奥
山

直
武

（健
常
者
）
で
あ
る
。

会
員
は
こ
れ
ま
で
（
ど
ん
な
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
か
分
か
ら

な
か

っ
た
が
、
勉
強
す
る
こ
と
で

公
的
制
度
を
知
り
、
活
用
で
き
る

よ
う
に
な

っ
た
。ま
ず
、〈
バ
長
の
私


